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研 究 要 旨
　「MSM を対象としたメンタルヘルスと性行動に関する web 調査」では、ウエブによる自己回答式アンケー

トに、複数の GPS 機能付き出会い系アプリと SNS を通じて参加者を募集し、性行動、予防行動（コンドー

ム使用と検査受検）、HIV の知識と意識、メンタルヘルス、飲酒と薬物使用等について質問をした（2016 年

に次ぐ 2 回目の LASH 調査）。6,701 人からの回答を単純集計し、幼少期の逆境体験やソーシャルサポート

との関連について解析を行う準備を整えた。

　「ゲイコミュニティにおける性行動および予防啓発に関する動向の把握と効果評価」では、昨年度のコミュ

ニティセンターを起点とする調査に次いで、今年度はアンケートモニター登録の成人男性から 2 段層化抽

出した 94,011 人にスクリーニング調査を行い、MSM の 5,010 人を対象に本調査を実施した。昨年度は

20 ～ 30 代が回答者の 60% 弱に対して今年度は 40 ～ 50 代が 60% 強、コンドーム常用率は約 20% と

30%、検査受検経験は約 70% と 30% だった。

　「MSM を対象とした健康のためのコミュニケーション支援ツールの開発と評価」では、コミュニケーショ

ンスキルの向上をはかる 4 つの動画教材と解説の冊子を作成してその評価を行った。個人使用に加えてワー

クショップ等での活用可能性が示唆され、支援者向けの解説の開発が課題とされた。

　「薬物使用の問題を抱える HIV 陽性者への支援のための精神保健福祉センターとのネットワークモデル

の検討」では、精神保健福祉センターの相談と回復プログラムの利用経験がある HIV 陽性の MSM にインタ

ビュー調査を行い、利用の経緯、利用継続の理由、自身のセクシュアリティと HIV ステイタス開示の意向、

回復にとっての意義等に関する概念を抽出した。これらの概念と、昨年度に相談担当者への面接調査から得

られた支援の姿勢、方法、継続における配慮点との対応を検討した。

　「HIV 陽性者と薬物使用者への支援策と感染・薬物使用予防策の検討」では、薬物使用と感染症罹患とを予

防する情報を提供する対象集団は、その必要性と実施可能性とを考慮して薬物事犯保護観察対象者とし、感

染症、感染予防、検査の基礎情報および相談と支援の窓口情報を内容とするパンフレットを作成した。
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A 研究目的

　MSM の HIV 感染・薬物使用の予防と支援を目的

に 5 つの研究を行う。

（1）MSM を対象としたメンタルヘルスと性行動に

関する web 調査（生島嗣）

　2016 年実施の LASH 調査を拡充してウェブによ

る質問紙調査を行い、メンタルヘルス、薬物使用、性

行動等、各地域の現状を把握する基礎データを得る。

10 ～ 20 代の出会い手段利用の現状を把握し、有効

な情報発信のあり方を探る。また、薬物使用、コンドー

ム不使用の背景にある、他者依存のコミュニケーショ

ン、逆境経験等を把握する。

（2）ゲイコミュニティにおける性行動および予防啓発

に関する動向の把握と効果評価（塩野徳史）

　全国 6 カ所のコミュニティセンターにおける HIV

感染予防啓発活動（対面、印刷物、web 等）利用者の

予防意識・行動について質問紙調査を行い、その活動

の効果を、センターのない地域と比較して評価する。

都市部のセンターで若年層と薬物使用者に対面による

感染・薬物使用予防介入を行い、効果を評価する。

（3）MSM を対象とした健康のためのコミュニケー

ション支援ツールの開発と評価（野坂祐子）

　MSM の HIV 感染と薬物使用を予防する上で、リ

スク行動を避け健康に生活するコミュニケーションス

キルの向上が求められるが、とくにトラウマや逆境体

験の影響により、感情の表出や調整、安定した対人関

係構築が苦手な傾向をもつ若年 MSM に考慮した支

援を行う必要がある。そこで、安全で健康的な関係性

に必要な内容を含む、オンラインでセルフスタディが

可能な支援ツールを開発し、その評価を行う。

（4）薬物使用の問題を抱える HIV 陽性者への支援の

ための精神保健福祉センターとのネットワークモデル

の検討（大木幸子）

　全国の精神保健福祉センター職員調査では、陽性者

からの相談経験は少なく、陽性者、性的少数者への対

応への抵抗感も見られたが、経験のある担当者には、

異性愛者の薬物相談との共通点も多いとの見方が認め

られた。そこで、共通点と相違点を明らかにし、薬物

使用の問題を抱える HIV 陽性者への支援にあたって、

HIV 診療機関や陽性者支援組織と精神保健福祉セン

ターとの連携モデルを検討する。

（5）HIV 陽性者と薬物使用者への支援策と感染・薬

物使用予防策の検討（樽井正義）

　HIV 陽性者と薬物使用者の概数と所在を文献調査

により推定し、生活上医療上の課題、薬物使用と感染

（HIV、HBV、HCV）の予防に必要な情報を、当事者

と支援者（拠点病院医療者、陽性者支援と依存回復支

援の施設職員）への面接調査により明らかにする。情

報を整理した資料を作成し、その提供方法を支援者の

協力を得て検討し実施する。

B 研究方法

　（1）ウェブによる自己回答式アンケート、第 2 回

LASH（Love Life and Sexual Health）調 査 は、

2016 年に実施した MSM 対象の調査を踏まえ、イン

フルエンサーからの聴取と予備調査を経て改訂した質

問紙を用いて、2022 年 11 月から 2023 年 1 月に行っ

た。参加者は、前回は GPS 機能付き出会い系アプリ

の一つを通じて募集したが、今回は MSM が利用す

る媒体の多様化に配慮し、複数のアプリおよび SNS

に広告を出して、調査の説明を行うための限定公開

ページに誘導し、匿名かつ自由意志による同意を得て

アンケートを表示した。基礎情報の無記入、生まれた

時の性別と現在の性自認が「女性」、重複回答、明らか

に矛盾する回答等を除き、6,071 人からの回答をデー

タ解析の対象とした。

　（2）コミュニティセンターによる啓発活動の評価の

ために、本年度はインターネットによるアンケート

モニターに登録している成人男性から 2 段層化抽出

法（都道府県、年齢）により 94,011 人にスクリーニン

グ調査を行い、このうち同性と性交経験のある男性

5,459 人（5.8%）を対象として本調査を行った。質問

項目は昨年度と同様、HIV や性感染症に関する知識

と意識、過去 6 ヶ月間の HIV やエイズに関する対話

経験、検査行動、性感染症既往歴、性行動等とした。

調査期間は 2023 年 1 月。5,010 人のデータを分析
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C 研究結果

した。統計的有意差にはカイ 2 乗検定を用い、有意

水準を 5％未満とした。データの集計および統計処理

には IBM SPSS Statistics 23（Windows）を用いた。

　（3）MSM のコミュニケーションタイプの自覚

（self-awareness）を高める自己学習ツールを開発す

るために、1 年目に実施した「アサーション・トレー

ニング」「ストレス・マネジメント講座」から抽出さ

れたコミュニケーション上の課題に基づき、自己学

習ツール動画をさらに 2 本作成し、【1】コミュニケー

ションのタイプ、【2】感情の理解、【3】境界線、【4】ア

サーションをテーマとする全 4 本のシリーズとした。

本動画を教材としたオンライン講座を実施し、参加者

（のべ 25 名）の反応を分析し、動画の効果や課題を明

らかにした。また、コミュニティ支援者（計 12 名）を

対象としたフォーカス・グループ・インタビューを実

施し、現場のニーズと課題を把握した。

　（4）精神保健福祉センターにおいて薬物使用に関す

る相談の利用と、SMARPP（薬物依存症者に対する

集団認知行動療法プログラム）への参加の経験がある、

4 名の HIV 陽性の MSM に個別にインタビューを実

施した（対面とオンライン各 2 名）。その音声データ

の逐語録を質的に分析し、精神保健福祉センターにお

ける相談およびプログラムの利用の経緯、利用継続の

理由、自身のセクシュアリティと HIV ステイタス開

示の意向、回復にとっての意義等に関する概念を抽出

した。これら概念と、センターにおける相談担当者に

昨年度行ったインタビュー調査から抽出された支援の

姿勢、方法、継続における配慮点との対応を検討した。

　（5）薬物使用者と HIV 陽性者の現状を把握するため

に昨年度実施した文献調査と面接調査を踏まえて、薬

物使用と感染症罹患とを予防する情報の提供がとくに

必要とされる対象集団を特定し、情報の伝達方法を検

討した。また、薬物使用に関連して注意すべき感染症

とその予防策、使用に起因するさまざまな思いや問題

を安心して相談できる窓口について、必要とされる情

報を整理し、パンフレットを作成した。次年度には、

対象集団にパンフレットを配布し、対象者とその支援

者への面接調査を通じて情報提供の有効性について検

証する。

（倫理面への配慮）

　各研究分担者の所属機関の IRB に研究計画の審査

を申請した。質問紙調査は無記名であり、回答をもっ

て参加への同意とみなした。面接調査に際しては、説

明の上同意を取得した。

　（1）出会い系アプリを通じた調査では、回答者の年

齢は 20 ～ 30 代が 57.2%、40 ～ 50 代が 37.3％だっ

た。性行為に関しては、過去 6 か月間、アナルセッ

クスの経験があったのは 67.0%、そのうちでコンドー

ムを「必ず使った」回答者は 20.5%、「全く使わなかっ

た」は 20.7% だった。HIV 抗体検査については、受

検経験がある回答者は 65.5%、うち 50.7% は過去 1

年以内に受けていた。メンタルヘルスに関しては、問

題飲酒者として指導を行う目安である AUDIT-C のス

コア 6 点以上の回答者が 32.7％、精神科・心療内科

の受診経験がある回答者は 34.7% だった。今までに

ドラッグ・薬物を使った経験のある回答者は 20.1%、

セックス時の使用経験はそのうちの 89.9% だった。

最も使用経験の割合が高い薬物はラッシュで回答者全

体の 17.4%、大麻は 5.0％、覚醒剤は 3.5% だった。

18 歳までの体験に関する質問では、セクシュアリティ

やジェンダーに関連したいじめを受けたことがある回

答者は 50.2% だが、「家族に気持ちを打ち明けるこ

とができた」のは 35.6% だった。

　（2）一般住民調査では、回答者の年齢は 20 ～ 30 代

が 37.2%、40 ～ 50 代が 62.7% で、全国 6 カ所の

コミュニティセンターのいずれかに行ったことがある

人は全体では 18.1% だった。HIV 抗体検査の受検経

験がある人は 30.7%、過去 1 年間では 8.5%、受検

場所は病院・クリニックが 12.1%、保健所 16.8%、

郵送検査 4.6% だった。過去 6 ヵ月間に男性とセッ

クスした人の割合は 24.4%、コンドーム使用につい

ては、彼氏や恋人等の特定の相手との間では常用し

ている人は 35.1%、友達やセクフレなどの相手では

29.4%、その場かぎりの相手との間では 34.7% だっ

た。PrEP については、よく知っている人は 11.5%、

聞いたことがあるは 31.8%、過去 6 ヵ月間に服薬経

験がある人は 3.6% だった。
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　（3）ウェブ上で視聴できる 4 本の動画を作成し、各

動画の内容の解説や自己学習用ワークが掲載されてい

る冊子（ダウンロード可）と視聴者向けアンケートを添

付した。昨年度調査で、「他者からの依頼を断れない」

「自分の意見をうまく伝えられずに相手に押し付けて

しまう」といった自他の境界線にまつわる課題が多く

挙げられ、トラウマや逆境も安全や尊重という「自分

の大切な領域」を揺るがすものであることから、【3】

（境界線）では、自他の心理的、物理的、社会的境界線

の具体例を挙げ、【1】（コミュニケーションのタイプ）

との関連性を示した。【4】（アサーション）では、他

者を非難する「You メッセージ」ではなく、自分の考

えや気持ちを相手を慮りつつ率直に伝える「I( アイ )

メッセージ」を紹介し、【2】（感情の理解）、【3】との

関連を示した。

　（4） 精神保健福祉センターの薬物相談と回復プログ

ラムを利用している HIV 陽性の MSM への面接調査

から、①利用の動機、②利用を継続する理由、③継続

のストラテジー、④回復にあたっての課題の４つにつ

いて、①公的機関（守秘、無料）、通報されない、専門

機能への期待、ゲイネットワーク外（知り合いに会わ

ない）であるゆえの安心、②他の利用者との課題の共

通性（生きづらさ）、プログラムのなじみやすさ、個別

相談の提供（伴走支援）という概念が抽出された。また

ゲイで HIV 陽性であることは薬物使用と密接に関連

するので、③相談担当者には初回に開示したが、グルー

プでは安心できる場合に暗示するにとどめた、④性行

動と使用欲求を話すには、同じセクシュアリティのグ

ループが求められることが指摘された。これらの概念

に、昨年度に相談担当者への面接調査から得られた支

援の姿勢、方法、連携、継続における配慮点は対応し

ていることが示された。

　（5） 薬物使用と感染症罹患とを予防する情報を提供

する対象集団は、その必要性と可能性を考慮して、薬

物事犯保護観察対象者とした。その転帰を精神保健福

祉センターを通じて定期的に調査して地域資源への

連携促進プログラムの構築を目指す「声の架け橋プロ

ジェクト（Voice Bridges Project）」（国立精神・神

経医療研究センター精神保健研究所薬物依存研究部）

の協力を得て、保護観察所におけるプロジェクトへの

参加者募集の際に、本研究で作成する情報パンフレッ

トの配布を依頼した。パンフレットの内容は、HIV 感

染症、B 型肝炎、C 型肝炎について、感染経路、予防法、

検査機関、治療の現状、情報ウエブサイト、そして相

談と支援の窓口として、NGO による相談窓口、自助

グループ NA、回復支援施設ダルク、行政による相談

窓口（精神保健福祉センター）、薬物使用に関わる支援

情報のウエブサイトを紹介した。

D 考察

　（0）MSM の HIV 感染予防を促進するためにその

行動と意識の現状を知る数千人規模のウエブ質問紙

調査が、2 つの分担研究において昨年度と今年度、計

3 つ実施されたが、それらは直接の目的と、したがっ

て方法と対象集団とに異同がある。全国 6 カ所のコ

ミュニティセンターによる予防啓発活動の評価を目的

とする分担研究 2 では、昨年度はセンター利用者と

設置されていない地域の MSM とを比較する調査を

行った。今年度はモニター登録者から 2 段層化抽出

された MSM を対象に日本の MSM 全体の概観を試

みた。またメンタルヘルスに注目する分担研究1では、

2017 年調査を踏まえ、出会い系アプリ利用者という

性的にアクティブな集団を対象に調査した。結果とし

て注目される一つは、十数年前には 50-60% 台であっ

たコンドーム着用率の低下だが、昨年度のコミュニ

ティセンター調査と今年度の出会い系アプリ利用者調

査では 20% 台、今年度のモニター登録者の MSM 調

査では 30% 台だった。低下の要因、そして 3 つの調

査間の着用率の相違は検討されなくてはならないが、

20% 台と 30% 台の違いは、一つには回答者の年齢

によると思われる。20% 台のコミュニティセンター

調査の回答者は 20 ～ 30 代と 40 ～ 50 代が 60% 弱

と 40% 弱、出会い系アプリ調査ではいずれも 40%

後半であるのに対し、モニター登録者調査では 40%

弱と 60% 強と年齢が高い。年齢は HIV 抗体検査に関

しても影響しているように思われる。モニター登録

者調査では受検経験は 30% と低いが、他の 2 つでは

60% 台後半と高かった。

　（1）HIV に関する新しい知識は、2016 年の前回調

査以降 MSM の間で広がりを見せた。U=U を知って
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いる人は 43.0% から 72.3% と 2 倍近く増えた。そ

れでも「出会いの場面で相手が HIV 陽性と分かった場

合、セックスをするという判断にどう影響しますか？」

の質問に対して、マイナスに影響するという回答は

87.2% だった。PrEP を知っている人は 10.6% から

72.2% と 7 倍になった。「現在飲んでいる」のは HIV

陽性者以外の回答者の 7.0%、「過去に飲んだことが

ある」のは 3.6%、。飲んだことのない人の 61.6% は

使いたいと回答している。また導入が進みつつある同

性パートナーシップ制度についても質問した。回答者

の 75.4% が「同性間でも結婚制度が平等に使えるよう

になってほしい」と「結婚以外でもいいので、同性パー

トナーとの関係を法律で守ってほしい」の両方あるい

はいずれかを選択したが、制度を利用した経験がある

回答者は 1.7% で、37.7% は自分の住む自治体にお

ける制度の有無を知らないと回答した。

　（2）コミュニティセンターによる啓発活動の効果評

価のために、昨年度はセンターの設置されている地

域と設置されていない地域とを調査したが、今年度

の調査対象はモニター登録者から抽出した。HIV 感

染症に関する認識について、U=U を知っているとい

う回答は、センターや NGO を起点とした調査では

51.0% だったが、モニター登録者では 31.8% だっ

た。PrEP を知っているという回答は、昨年度調査で

は 25.9%、今年度は 11.5% だった。また、HIV 抗体

検査の受検経験についても、今年度のモニター登録者

でも 39,7% だったが、昨年度のセンター利用者を中

心とする調査では、生涯では 68.7%、過去 1 年間で

も 28.9% だった。コミュニティセンターによる予防

啓発活動は地域の MSM に対して、知識の上でも行

動の面でも、一定の効果を及ぼしていることが示唆さ

れたと言えるだろう。

　（3）コミュニケーションスキルの教材動画は自己学

習用に作成されたが、これを用いて MSM を対象に

オンラインによる「ストレス・マネジメント講座」（90

分）を計 4 回（参加者延べ 25 名）実施したところ、ピ

アによる意見や感想の共有が評価された。支援者を

対象に 2 回実施したフォーカス・グループ・インタ

ビュー（延べ 12 名）でも、個人での視聴だけでなく、

ワークショップ等で話し合う資材としての活用可能性

が示唆された。コミュニケーションが苦手で「言いな

り（non-assertive）」のタイプの MSM には説得力が

認められた。内容は MSM の課題や性的場面に特化

していないので、汎用性があるというメリットととも

に、焦点化されていないという限界が指摘された。

　（4）精神保健福祉センターにおける相談と回復プロ

グラムは、利用者にとって独自の機能を果たしてい

る。公的機関であり、伴走支援も提供される。また

NA でのようなフリートークが苦手な人には、テキス

トを用いたプログラムは参加しやすい。地域において

は多様なプログラムや場が求められていると考えられ

る。セクシュアリティや HIV 陽性であることは薬物

使用の問題の根幹にかかわると認識されているが、そ

うではない人も参加する精神保健福祉センターのプロ

グラムでは話し難い。性行為を扱う回のみセクシュア

リティを分けてプログラムを実施するような、一部の

施設で行われている工夫が求められる。

　（5）薬物使用者の C 型肝炎罹患経験率は一般に比し

てきわめて高いことが知られているが、その対策はほ

とんど行われていない。本研究は、感染予防情報の提

供というもっとも基本的なハーム・リダクションの方

策の試みである。また薬物使用者の再使用率は低くな

いが、Voice Bridges Project に参加した保護観察

対象者の場合は抑えられており、プロジェクトには使

用と感染の予防において一定の効果が認められる。そ

の協力のもとで実施される本研究の効果は限られたも

のとなる。情報提供はプロジェクトに参加しない保護

観察対象者にも行われる。

　MSM、HIV 陽性者、薬物使用者を対象に、HIV 感

染と薬物使用の予防策と支援策を策定し実施するこ

とを目的とする本研究は、対象者の現状を把握する 2

つの分担研究と支援策を検討する 3 つの分担研究か

ら構成される。

　（1）LASH 調査では、日本の MSM のメンタルヘ

ルスや性行動に関する多様な情報を収集した。本年度

は単純集計の結果をまとめた。今後は回答者のメンタ
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ルヘルスや性行動と、幼少期の逆境体験やソーシャル

サポートとの関連を解析していく。

　（2）昨年度のコミュニティセンターのある地域とな

い地域の調査に続き、本年度はモニター登録者からの

２段層化抽出法により、MSM の意識と行動を把握し

た。コンドーム使用率の低下等の問題が確認されると

ともに、コミュニティセンターによる啓発活動の効果

と課題を検討する資料が得られた。

　（3）MSM のコミュニケーションスキルの向上をは

かる 4 つの動画教材と解説の冊子を作成してその評

価を行った。個人使用に加えてワークショップ等での

活用可能性が示唆され、支援者向けの解説の開発が課

題とされた。

　（4）精神保健福祉センターでの薬物相談と回復プロ

グラムを利用した経験のある HIV 陽性の MSM への

インタビュー調査をとおして、相談とプログラムの意

義と課題を抽出し、相談担当職員による支援と準備性

との関連を検討した。

　（5）薬物使用と感染症罹患とを予防する情報の提供

が求められる対象集団を、その必要性と実施可能性と

を考慮して薬物事犯保護観察対象者と定め、感染症、

感染予防、検査の基礎情報および相談と支援の窓口情

報を内容とするパンフレットを作成した。

　なし
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